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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第188期
第２四半期
連結累計期間

第189期
第２四半期
連結累計期間

第188期

会計期間
自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日

売上高 (千円) 5,117,320 5,011,153 11,515,978

経常利益又は経常損失(△) (千円) △14,682 △387,532 1,001,489

当期純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △38,401 △327,586 605,348

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △32,546 △278,222 624,898

純資産額 (千円) 3,135,849 3,471,050 3,793,259

総資産額 (千円) 7,423,498 11,435,468 9,121,002

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △1.75 △14.92 27.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.6 29.1 40.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 151,553 △92,366 1,102,959

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △105,599 △2,453,288 △1,757,446

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △100,681 2,228,241 965,870

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,007,050 2,055,748 2,373,161

　

回次
第188期
第２四半期
連結会計期間

第189期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) 0.32 △1.37

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載をしておりませ
ん。

　
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の

状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメント

の変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、円安・株高基調を背景に、輸出関連企業の業績や

消費マインドに改善がみられたものの、欧州の債務問題の長期化や新興国経済の減速、輸入原材料価格の

高騰が続くなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

このような状況の下、旅客部門は１月下旬より３月中旬にかけて開催された大島のビッグイベント

「大島椿まつり」やスポーツイベント等の集客活動への取り組みを強化しました。また、４月には４隻目

のジェットフォイルを投入し、輸送力を増強するとともに、臨時航路の拡大と企画商品を販売した結果、

旅客数は好調に推移しました。一方、貨物部門では各島工事関連の輸送動向を注視し、集荷に遺漏がない

ように努めましたが、一部の島において公共工事が減少し、輸送量が伸び悩みました。また、関連する商事

部門の島嶼向け資材販売もともに減少しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高５０億１千１百万円（前年同期５１億１千７百

万円）となりました。また、費用面では船舶関係費用の増加があり、営業損失２億９千１百万円（前年同

期営業損失７千７百万円）、営業外損益では、持分法適用関連会社において訴訟の解決に伴い臨時損失の

発生があり、経常損失３億８千７百万円（前年同期経常損失１千４百万円）、これに特別損益と税金費用

などを計上した後の四半期純損失は３億２千７百万円（前年同期純損失３千８百万円）となりました。

なお、当社グループの主力である海運関連事業の旅客部門は、乗船客が第３四半期に集中することか

ら、グループ全体の利益は下半期に偏る傾向にあります。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの変

更を行っており、前年同期比較に当たっては、前年同期の数値を変更後の報告セグメントに組み替えて

行っております。

　
≪海運関連事業≫

主力の海運関連事業の旅客部門は、「大島椿まつり」の集客活動や大島日帰り商品の販売強化に努め、

伊豆地区を中心に旅客が好調に推移しました。また、４月に４隻目のジェットフォイルを投入し、週末や

ゴールデンウィークの輸送力の増強と、臨時航路の拡大を図るとともに、「就航記念ツアー」などの企画

商品を販売した結果、全航路での旅客数は２８万７千人（前年同期２７万３千人）となりました。一方、

貨物部門は、一部の島での大型建設工事の終了などにより、輸送量が減少し、貨物取扱量は全島で１５万

５千トン（前年同期１６万２千トン）となりました。

この結果、当事業の売上高は３８億４千３百万円（前年同期３８億１千２百万円）、費用面では船舶関

係費用の増加があり、営業利益は１千９百万円（前年同期営業利益２億３千７百万円）となりました。
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≪商事料飲事業≫　

当事業の中心となる商事部門は、一部の島での大型建設工事が終了したことなどから、島嶼向けセメン

トおよび燃料油の販売がともに減少しました。この結果、当事業の売上高は５億６千１百万円（前年同期

７億１千９百万円）、営業利益は３百万円（前年同期営業利益２千６百万円）となりました。

　
≪レストラン事業≫　

東京湾周遊のレストランシップ事業は、一部のレストランを改造し、少人数の団体に対応したスペース

を新設し積極的に営業展開を行った結果、利用客は好調に推移し、全クルーズでの利用客数は４万７千人

（前年同期４万５千人）となりました。しかしながら、単価の高い婚礼利用客の減少があり、売上高は３

億９千９百万円（前年同期３億９千９百万円）、費用面では船舶減価償却費や婚礼附帯費用の減少など

により、営業損失は４千８百万円（前年同期営業損失６千７百万円）となりました。

　
≪ホテル事業≫

大島温泉ホテル事業は、「椿まつり」の観光客増加があり、また「ジェットフォイル就航記念ツアー」

により、昼食利用の団体客を中心に、宿泊客・休憩客ともに好調に推移しました。この結果、売上高は１億

５千５百万円（前年同期１億４千２百万円）、費用面ではサービスの維持・向上のため、客室・温泉施設

の整備に取り組んだことなどにより、営業利益は８百万円（前年同期営業利益８百万円）となりました。

　

≪旅客自動車運送事業≫

当事業の中心となる大島島内におけるバス部門は、大島の観光シーズン「椿まつり」の観光客増加と、

「ジェットフォイル就航記念ツアー」により、定期観光バスを中心に利用客が好調に推移しました。この

結果、売上高は１億５千万円（前年同期１億４千１百万円）、営業利益は１千８百万円（前年同期営業利

益１千２百万円）となりました。なお、定期路線バスにおいては、大島町からの継続的な支援を受けてお

ります。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は１１４億３千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ２３

億１千４百万円増加しました。その主な要因は、ジェットフォイル１隻の取得および建造中の船舶の建設

仮勘定などで有形固定資産が２３億７千５百万円増加したことなどによるものです。

負債は７９億６千４百万円となり、前連結会計年度末と比べて２６億３千６百万円増加しました。その

主な要因は、ジェットフォイル１隻の取得資金および新造船建造資金など借入金が２２億７千万円増加

したことなどによるものです。

純資産は３４億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億２千２百万円減少しました。その主

な要因は、その他有価証券評価差額金が３千５百万円増加したのに対し、配当金の支払および四半期純損

失などで利益剰余金が３億７千１百万円減少したことなどによるものです。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、９千２百万円のキャッシュ・アウト（前年同期１億５千１百

万円のキャッシュ・イン）となりました。その主な要因は、税金等調整前四半期純損失３億８千７百万

円、法人税等の支払額２億２千１百万円などが、非資金損益項目の減価償却費２億２千２百万円、仕入債

務の増加２億９千２百万円などを上回ったことなどによります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、２４億５千３百万円のキャッシュ・アウト（前年同期１億５

百万円のキャッシュ・アウト）となりました。その主な要因は、有形固定資産の取得による支出２６億１

百万円などによるものです。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、２２億２千８百万円のキャッシュ・イン（前年同期１億円の

キャッシュ・アウト）となりました。これは主として、ジェットフォイル１隻の取得資金および新造船建

造資金などの借入金の増加などによるものです。

　
以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末に比

べ３億１千７百万円減少し、２０億５千５百万円となりました。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに　生

じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　
(6) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　
(7) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
(8) 主要な設備

第１四半期連結累計期間において、ジェットフォイル１隻(中古船舶)の取得が完了いたしました。

また、前連結会計年度末における新設、除却等の計画について、著しい変更はありません。当第２四半期

連結累計期間に完了したものは次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の内容
投資額
（千円）

完了年月

提出会社
本社
(東京都港区)

海運関連事業
ジェットフォイル
１隻（中古）取得

1,267,191平成25年３月

提出会社
本社
(東京都港区)

海運関連事業 貨物運搬用コンテナ 34,262平成25年４月

東京ヴァンテア
ンクルーズ㈱

竹芝
(東京都港区)

レストラン事業 レストランの改造 25,361平成25年１月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 88,000,000

計 88,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,000,00022,000,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数
1,000株

計 22,000,00022,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 22,000,000 ― 1,100,000 ─ 89,300
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(6) 【大株主の状況】

平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

藤田観光株式会社 東京都文京区関口２丁目10番８号 4,411 20.05

ＤＯＷＡホールディングス株式会社 東京都千代田区外神田４丁目14番１号 1,501 6.82

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 825 3.75

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 740 3.36

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社
(三井住友信託銀行再信託分・京浜急
行電鉄株式会社退職給付信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 510 2.31

三菱重工業株式会社 東京都港区港南２丁目16番５号 500 2.27

ＪＸホールディングス株式会社 東京都千代田区大手町２丁目６番３号 500 2.27

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２番１号 440 2.00

内海造船株式会社 広島県尾道市瀬戸田町沢226番地６ 330 1.50

星野　良一 千葉県木更津市 329 1.49

計 ― 10,086 45.85

(注)　上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　510千株

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】
平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   43,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

21,855,000
21,855 ―

単元未満株式
普通株式

102,000
― ―

発行済株式総数 22,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 21,855 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式371株が含まれております。
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② 【自己株式等】
平成25年6月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東海汽船株式会社

東京都港区海岸１－16－１ 43,000 ― 43,000 0.19

計 ― 43,000 ― 43,000 0.19

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

東海汽船株式会社(E04256)

四半期報告書

 8/20



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)及び「海運企業財務諸表準則」（昭和29年運輸省告示第431号）に基づいて作成してお

ります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
  至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
  至 平成25年６月30日)

売上高

海運業収益 3,798,111 3,829,870

その他事業収益 1,319,209 1,181,283

売上高合計 5,117,320 5,011,153

売上原価

海運業費用 3,260,833 3,497,492

その他事業費用 1,305,179 1,156,593

売上原価合計 4,566,013 4,654,085

売上総利益 551,306 357,068

販売費及び一般管理費 ※1
 628,975

※1
 648,429

営業損失（△） △77,668 △291,361

営業外収益

受取利息 715 581

受取配当金 6,386 6,446

持分法による投資利益 52,134 －

貸倒引当金戻入額 883 15,292

賃貸料 7,253 6,196

その他 6,920 16,424

営業外収益合計 74,292 44,941

営業外費用

支払利息 7,036 9,420

持分法による投資損失 － 127,599

その他 4,270 4,092

営業外費用合計 11,306 141,113

経常損失（△） △14,682 △387,532

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,000 －

国庫補助金 ※2
 10,960

※2
 49,388

特別利益合計 12,960 49,388

特別損失

固定資産除却損 ※3
 10,300 －

固定資産圧縮損 ※4
 10,960

※4
 49,388

特別損失合計 21,260 49,388

税金等調整前四半期純損失（△） △22,983 △387,532

法人税、住民税及び事業税 15,918 24,592

法人税等調整額 △15,488 △98,575

法人税等合計 429 △73,982

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △23,412 △313,550

少数株主利益 14,989 14,036

四半期純損失（△） △38,401 △327,586
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 【四半期連結包括利益計算書】
 【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
  至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
  至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △23,412 △313,550

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,003 35,370

持分法適用会社に対する持分相当額 △130 △43

その他の包括利益合計 △9,133 35,327

四半期包括利益 △32,546 △278,222

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △47,558 △292,373

少数株主に係る四半期包括利益 15,011 14,151
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(2)【四半期連結貸借対照表】
(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,645,561 2,328,148

受取手形及び営業未収金 ※1
 1,072,834

※1
 1,217,361

商品及び製品 58,345 47,521

原材料及び貯蔵品 233,122 218,439

繰延税金資産 26,353 122,936

その他 145,207 284,431

貸倒引当金 △1,539 △1,258

流動資産合計 4,179,884 4,217,579

固定資産

有形固定資産

船舶 ※2
 11,928,867

※2
 13,235,432

減価償却累計額 △11,180,860 △11,314,642

船舶（純額） 748,006 1,920,789

建物及び構築物 1,192,332 1,221,581

減価償却累計額 △1,042,750 △1,052,628

建物及び構築物（純額） 149,581 168,953

土地 302,146 302,146

建設仮勘定 1,563,418 2,686,776

その他 1,205,082 ※2
 1,298,446

減価償却累計額 △1,030,580 △1,063,850

その他（純額） 174,501 234,596

有形固定資産合計 2,937,654 5,313,262

無形固定資産 145,885 135,106

投資その他の資産

投資有価証券 1,263,755 1,186,113

繰延税金資産 442,868 430,231

その他 276,052 258,236

貸倒引当金 △125,099 △105,063

投資その他の資産合計 1,857,578 1,769,518

固定資産合計 4,941,117 7,217,888

資産合計 9,121,002 11,435,468
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 ※1
 706,546

※1
 998,842

短期借入金 1,252,400 1,439,400

未払法人税等 227,149 28,606

賞与引当金 31,546 32,682

その他 503,903 617,686

流動負債合計 2,721,545 3,117,217

固定負債

長期借入金 1,132,200 3,216,000

退職給付引当金 1,115,403 1,083,339

役員退職慰労引当金 104,750 －

特別修繕引当金 119,338 156,985

固定資産圧縮未決算勘定 122,500 245,000

その他 12,006 145,874

固定負債合計 2,606,198 4,847,199

負債合計 5,327,743 7,964,417

純資産の部

株主資本

資本金 1,100,000 1,100,000

資本剰余金 693,565 693,565

利益剰余金 1,823,914 1,452,413

自己株式 △8,316 △8,388

株主資本合計 3,609,163 3,237,591

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 54,540 89,753

その他の包括利益累計額合計 54,540 89,753

少数株主持分 129,555 143,706

純資産合計 3,793,259 3,471,050

負債純資産合計 9,121,002 11,435,468
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
  至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
  至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △22,983 △387,532

減価償却費 187,339 222,833

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,787 △20,316

賞与引当金の増減額（△は減少） 363 1,136

退職給付引当金の増減額（△は減少） △127,488 △32,063

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,400 △104,750

特別修繕引当金の増減額（△は減少） △30,605 37,647

有形固定資産除却損 11,071 1,355

有形固定資産売却損益（△は益） △234 △179

有形固定資産圧縮損 10,960 49,388

国庫補助金 △10,960 △49,388

受取利息及び受取配当金 △7,101 △7,028

支払利息 7,036 9,420

持分法による投資損益（△は益） △52,134 127,599

売上債権の増減額（△は増加） △46,219 △144,527

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,285 25,507

仕入債務の増減額（△は減少） 111,126 292,296

その他 170,856 112,443

小計 220,500 133,842

利息及び配当金の受取額 6,953 7,501

利息の支払額 △6,712 △12,444

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △69,187 △221,265

営業活動によるキャッシュ・フロー 151,553 △92,366

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,300 △1,200

定期預金の払戻による収入 3,400 1,200

有形固定資産の取得による支出 △126,265 △2,601,449

有形固定資産の売却による収入 250 181

無形固定資産の取得による支出 △1,839 △9,758

国庫補助金による収入 10,960 171,888

貸付けによる支出 △19,300 △27,450

貸付金の回収による収入 31,495 13,299

投資活動によるキャッシュ・フロー △105,599 △2,453,288

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000 50,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 △50,000

長期借入れによる収入 － 2,352,500

長期借入金の返済による支出 △49,450 △81,700

リース債務の返済による支出 △1,212 △1,212

自己株式の取得による支出 △18 △71

配当金の支払額 － △41,273

財務活動によるキャッシュ・フロー △100,681 2,228,241

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △54,727 △317,413

現金及び現金同等物の期首残高 2,061,778 2,373,161

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,007,050

※1
 2,055,748
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社および連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失および税金等調整前四半期純損失への影響は軽微で

あります。

　
【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

（役員退職慰労引当金の廃止）

当社は、平成25年３月26日開催の第188回定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給を

決議いたしました。

これに伴い、役員退職慰労引当金は全額取崩し、打ち切り支給額の109,325千円を長期未払金として固定負債の

「その他」に含めて表示しております。

　
【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

役員報酬及び従業員給与 271,797千円 286,644千円

賞与引当金繰入額 7,146千円 8,448千円

退職給付費用 49,530千円 52,038千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,500千円 ―

　
※２　国庫補助金の内訳

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

海上交通低炭素化促進事業費補助金 10,960千円 10,960千円

離島流通効率化事業補助金 ― 38,428千円

　
※３　固定資産除却損の内訳

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

建物 10,300千円 ―

　
※４　固定資産圧縮損の内訳

　前第２四半期連結累計期間 (自　平成24年１月１日　至　平成24年６月30日)

　当第２四半期連結累計期間 (自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

　　　固定資産圧縮損は、上記※２の国庫補助金を取得価額から直接減額した価額であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１　期末日満期手形の会計処理

当第２四半期連結会計期間末日は銀行休業日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

当第２四半期連結会計期間末日満期手形は次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 21,866千円 32,205千円

支払手形 57,854千円 61,726千円
　

※２　国庫補助金の受領により、固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

船舶 50,509千円 61,469千円

その他(器具及び備品) ― 38,428千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

現金及び預金四半期末残高 2,293,650千円 2,328,148千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △286,600千円 △272,400千円

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,007,050千円 2,055,748千円

　
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。　

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月26日
定時株主総会

普通株式 43,914 2.00平成24年12月31日 平成25年３月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

海運
関連事業

商事
料飲事業

レストラン
事業

ホテル
事業

旅客自動車
運送事業

合計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 3,798,111642,255397,831141,995137,1265,117,320
 

―
 

5,117,320

セグメント間の内部
売上高又は振替高

14,69777,589 1,356 544 4,101 98,289△98,289 ―

計 3,812,809719,844399,188142,540141,2275,215,610△98,2895,117,320

セグメント利益
又は損失(△)

237,36926,614△67,568 8,166 12,348216,930△294,599△77,668

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△294,599千円には、セグメント間取引消去△2,570千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△292,028千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

海運
関連事業

商事
料飲事業

レストラン
事業

ホテル
事業

旅客自動車
運送事業

合計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 3,829,870481,370398,184155,216146,5125,011,153
 

―
 

5,011,153

セグメント間の内部
売上高又は振替高

13,14080,099 1,783 340 4,013 99,376△99,376 ―

計 3,843,010561,469399,967155,556150,5265,110,530△99,3765,011,153

セグメント利益
又は損失(△)

19,955 3,769△48,631 8,818 18,872 2,784△294,145△291,361

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△294,145千円には、セグメント間取引消去△3,521千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△290,623千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来「その他の事業」としていた船舶修理業について、今後の事業展

開を勘案し、現状の報告セグメントの見直しを行った結果、「海運関連事業」の区分に変更しておりま

す。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成してお

り、前第２四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関す

る情報」に記載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

　１株当たり四半期純損失(△) △1円75銭 △14円92銭

　(算定上の基礎) 　 　

　四半期純損失(△)(千円) △38,401 △327,586

　普通株主に帰属しない金額(千円) 該当事項はありません 該当事項はありません

　普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △38,401 △327,586

　普通株式の期中平均株式数(株) 21,957,412 21,956,712

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

　
東 海 汽 船 株 式 会 社

取 締 役 会　御中

　
　

東 陽 監 査 法 人
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　助　 川　  正　　文　 印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　北　 島　     緑      印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東海

汽船株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東海汽船株式会社及び連結子会社の平成25年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　 上
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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